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学習支援活動の展開とアカデミックリエゾンの取り組み
年度開始および秋学期開始にあたり、図書館が取り組
む学習支援、特に授業支援を紹介するポスター、チラシ
を作成して、教員向けに積極的な広報活動を展開した。
ポスター掲示やチラシの配布に際してはキャンパス図書
館をはじめ、教員図書室、学生読書室、各学術院事務所
に協力を依頼した。中には教授会でのチラシ配布に取り
組んでくださった学部もあり、その後の授業支援申し込
みの増加にもつながった。
広報に関しては、これまでは図書館ホームページに講
習会案内を掲載していたが、教員にはなかなか情報が届
いていないという実態からより積極的な広報をすべきと
の学習支援連携委員からの強い指摘があり、2012 年度
取組の一つの課題としていた。
2012 年度のゼミ等個別授業支援は結果として前年に
比して 150% を超える支援数に達した。前年に引き続
き支援を申し込まれた教員のほか、初めて申し込まれ
た教員が増えてきたことが支援数の増加につながって
おり、法学部、商学部では前年比 10 クラス以上支援が
増加した。このことは、継続して取り組んできた教員
への直接的な働きかけと広汎な広報の効果が相まって、
2012 年度は、前年度に引き続き充実した授業支援を
展開することができた。また秋には図書館ワークショッ
プ（WS）の連続開催を企画、実施した。ボランティア
学生の活動サポートにも取り組み、学生の視点からの図
書館サービスのあり方や今後の学生活用の可能性を探っ
た。2013 年度の基礎演習等大規模授業支援に向けては、
ツアー形式の改善を検討した。改善案としてのセルフツ
アーは早速 2013 年度の授業支援に活かされることにな
り、さらに新たな図書館企画 Library Week の開催へ
もつながることとなった。
2012 年度の学習支援活動は前年度までの活動の継続
にとどまらず、新たな可能性を探る一年でもあり、その
経験と結果は 2013 年度の図書館活動に着実に引き継ぐ
ことができたと言える。
次項以降で 2 01 2 年度の特徴的な活動について報告す
る。なおすでにふみくらなど他の媒体で報告がまとめら
れているものもあるので、そちらも参照いただきたい。※
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学習支援全体の開催数表とグラフ
2012 年度を振り返って1 広報強化と授業支援の増大2
カテゴリー　　
1. 学部新入生向けオリエンテーション
2. 大学院新入生向けオリエンテーション
3. 教員向け各種講習会（オリエンテーションも含む）
4-1. 授業支援：学部・研究科単位
4-2. 授業支援：個別授業ゼミ対応
5. 就職支援
6. その他（図書館主催企画など）
7. スタッフ研修
合計
2010年度
 12
12
1
100
46
15
15
3
204
2011年度
 15
14
0
104
61
17
57
16
284
2012年度
 16
16
1
130
93
13
102
3
374
前年度比
 107%
114%
―
125%
152%
―
179%
19%
132%
開催数
ラシーの受講機会がない学生もまだ数多く存在する。こ
のような状況を鑑み、図書館では誰でも参加できる少人
数制の講習会を独自に企画し、図書館ワークショップシ
リーズ（WS）として開催することとした。以下 2012 年
10 月から 12 月にかけて開催した WS について報告する。
図書館の授業支援が学生の学習活動や教員自身の図書
館情報リテラシー向上のため受け入れられてきたこと
を示すものと言える。西早稲田キャンパスではカリキュ
ラム上個別の授業支援が難しいが、創造理工学部では、
教員との懇談を繰り返し、リテラシー担当教員向けの
講習会を企画、実施することができた。担当教員の受
け持つ授業内で、図書館情報リテラシーが活かされる
ことを期待したい。
またこの間継続して協力してきた、政経総合基礎演
習αや文構・文必修基礎演習への授業支援についても、
前年同様の支援を行った。2012 年度は双方とも設置ク
ラスが増加したため、支援クラスも増加した。支援時
期・授業時限が集中したことから、必然的に担当する図
書館職員のやりくりが困難になる傾向が生じた。今後基
礎演習科目設置の動きが他の学部にも拡大することを考
慮すると、図書館の支援形式について新たな方策を検討
すべきとして、学習支援連携委員会にもこの間の実態を
報告するとともに、支援形式を中心に改善のための提案
を行った。検討の結果、基礎演習における図書館職員引
率による中央図書館ツア （ー通称 A コース）は、学生が
自分で館内をめぐり、図書館施設及び図書館利用のため
に必要な情報を自ら学ぶセルフツアー方式とすることと
なり、政経、文学学術院にそれぞれ提案したところ、ど
ちらも 2013 年度はこの方式を採用していただけること
となった。
大学のグローバル化により本学の留学生数は 4,000 名
を超えている。英語による授業のみで卒業に必要な単位
取得が可能な学部のコースも政経、社学、理工 3 学部の
計 5 学部に設置されており、国際教養学部や大学院授業
には英語による授業クラスも多く存在している。このよ
うな中で図書館への各種支援を申し込まれる際、英語で
の対応をお願いしたいと申し込まれるケースも増えてき
ている。図書館では入学時のオリエンテーション、授業
支援、後述する図書館ワークショップ等で、英語対応を
積極的に展開しているが、これら 2012 年度の英語対応
は合計 43 回（2011 年度は 34 回）に上った。この傾向は
今後もますます増加して行くものと思われ、対応可能な
図書館職員の配置や育成にもより一層努めなければなら
ない。
上述したように、授業支援の増加も目を見張るものが
あったが、学生によっては授業において図書館情報リテ
留学生対応、英語対応の増加3
図書館ワークショップシリーズ（WS）の開催4
WSポスター
10月
11月
12月
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違ったなどの声も聞こえた。加えて、当初想定していな
かった大学院学生や外国人学生（留学生）の参加が非常
に多かったことから、彼らがリテラシー支援を強く望む
姿もあらためて明らかになった。
現在の図書館サービスの周知の強化や今後の学習支援
の在り方を早急に検討していかなければならないことが
課題として浮上した。
参加者アンケートから寄せられた実施時期、開催時間、
プログラム内容についての様々な意見を参考にしながら
さらに検討を重ね、他のキャンパス図書館も含めた形で
当面は WS を継続して開催し、より多くの学生に受講機
会を拡大していくこととする。
大学が公認する、職員と学生によるプロジェクト「こ
うはいナビ」では 2012 年度の活動に初めて、図書館を活
動の現場として取り組む「図書館班」が誕生し、前年度
中から活動の準備が進められてきた。この活動は、図書
館職員でかつ「こうはいナビ」プロジェクトに参加して
いる若手職員の熱心な指導があり実現したものである。
（1）WS のポイント
今回の WS を企画し、実施するにあたっては以下の 5 つ
のポイントがあった。
1．図書館内・少人数での開催：
　 　WS の会場は室内が良く見える中央図書館グルー
プ学習室 A を使用して、館内における WS 開催、学
習支援の実態を可視化した。また参加定員は 8 名と
して、参加者への細やかな対応が可能となるよう心
がけた。
2．毎日開催：
　 　ほぼ毎日定時の開催とし、月ごとに開催時間の枠
を徐々に拡大した。
3．1コマ40分：
　 　学生の空き時間に気軽に参加してもらえるようコ
マは短時間としたが、講習内容を精選して、参加者
からの質疑応答への対応等にも十分時間を取れるよ
う配慮した。
4．限られたマンパワーの効果的な活用：
　 　図書館職員による講師や補助は最低限の人数のみ
の配置とし、WS の開催数を多くした。
5．試みの場：
　 　さまざまな検討は行ってきたものの実現されな
かったアイデアや、初めての活動スタイルに挑戦す
る場としてこの機会を利用した。
（2）プログラムと総開催数
　開催プログラムも、RefWorks、館内ツアー、文献
検索と論文執筆、就職活動対策、学生ボランティア企
画など最終的には 15 種となり、総開催数は合計 57 回、
総参加者数は合計 204 名に上った。
なお、この WS 開催と同時に人事課主催の職員研修と
して「図書館情報検索研修」も同時並行して開催（講師は
図書館職員）し、大学契約データベース等の業務活用を
促すとともに、図書館によるリテラシー支援活動の実際
を他職場の職員に体験してもらう機会とした。34 名の
職員が受講した。
（3）成果と課題、今後に向けて
　当初開催ポイントとして考えた各々の目論見は、一定
の成果が得られたものと言える。参加学生の「役に立つ
情報が得られた」「参加して良かった」という満足の声
が多く寄せられたことからもそれが裏付けられる。少人
数の学生と近い距離で WS を行い、学生が学習にどのよ
うな悩みや資料収集等でのつまづきを抱えているのかを
うかがい知ることができたとも言える。
一方参加者からは時間が短い、期待していた内容と
ブックなび展示
レポ トーマスター
実施の様子
りぶろぐ！
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・ 学術院との連携を通して、学生の情報リテラシーを
向上させアクティブラーニングを実現できるよう授
業支援内容の検討や機会を拡大する。
・ 継承されるべき技能や知識を明確にして図書館職員
に求められる期待に応えられるよう、図書館職員の
研修にも力を入れて取り組む。
・ 図書館情報資源が最大限活用されるよう、また誰で
も利用しやすい図書館動画コンテンツを作成し、そ
の活用についてもさらに推進する。
・ 図書館学生ボランティアの活動・支援を通じて、学生
が果たせる図書館学習支援活動について検討を重ねる。
「こうはいナビ」図書館班では、4 月の新入生入学に
合わせ「りぶろぐ！（3 月～）」「ブックなび（4 ～ 7 月）」
「これで君もレポートマスタ （ー4 月）」といった企画を
実施した。「こうはいナビ」にスタッフとして参加した
学生は、自分自身も活動を通して図書館についての情
報を整理し、知らなかったことを知り、さらに新入生
にそれらを正しく伝えていくというステップを体験し
た。またその後、秋に図書館が募集した図書館ボラン
ティアへの応募にもつながるなど、新入生だけでなく
在学生の学習や図書館利用のモチベーションの高揚が
見られた。
次に、「図書館ボランティア」は 10 月に図書館として
初めてボランティアを募集し活動を開始させたもので
ある。まずは、「こうはいナビ」の行ったプログラムを
参照しながら、「図書館ボランティア」による「これで君
もレポートマスター」を開催することとした。担当職員
の指導のもと「こうはいナビ」活動を参考にした活動手
法に従い、毎週のミーティングを重ねながら準備に取
り組み、12 月に３回の本番を実施した。受講参加学生
数は合計 14 人であったが、ボランティアの学生たちは
それぞれに手ごたえを感じ、図書館の活動にさらなる
興味を持った。
「図書館ボランティア」の学生は毎年多少なりとも入れ
替わっていくだろうから、継続して指導しながら育成し
ていかなければならない。すでに 2013 年度に向けても
多くの学生が「図書館ボランティア」に登録しているが、
彼らの積極的な活動意欲を推進力にかえていけるよう、
また先々のスチューデントジョブの可能性も見据えなが
ら、引き続き学生ボランティアの活動を支援し学生活用
の道筋を検討していきたい。
2013 年度は 4 月に新入生向け図書館新企画 Library 
Week を開催することとなった。Library Week の目的
は、新入生に自主的に図書館に足を運び、開催されるイ
ベントを通じて今後の大学での学習に図書館を活用する
ことを学んでもらうことを、その主眼としている。この
イベントには先に述べたセルフツアーも含んでいるが、
基礎演習受講学生だけでなく、また新入生だけでなく在
学生も含めて、各イベントに興味と関心を持って参加し
てくれることを期待している。また図書館という建屋の
中で実施するこれまでにない多種のイベントを通して、
高校までとは異なる大学図書館の魅力の一端を知り、自
ら学ぶ姿勢を図書館利用者の一人一人に身につけてもら
いたいと考えている。
さらに 2013 年度は学習支援活動全体として以下の視
点を中心に活動を展開する予定である。
2013 年度に向けて6
※ふみくら：早稲田大学図書館報
　http://www.wul.waseda.ac.jp/Libraries/fumi/f_index09.html
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